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日本の女性労働についての読み もの
小 田 切 隆
は じ め に
r三食 昼 寝 つ き」 と い うのは ,r昼 寝 つ き」 は男 性 側 か らの椰 楡 に して
も,「 三食 」 には賃 金 を持 っ て くる のは 男 癒ん だ とい う思 い こ み が あ る。
これ に対 して女 性 は 「三 食 つ くってパ ー トつ き」 と応 酬 す る。 「三 食 つ く
っ て」 無 償 の家事 労働 を し,さ らにrパ ー トつ き」 と い う家庭 外 労働 ま で
す る労 働 強 化 と い うわ け だ。 「無償 」 は 「無 価 値 」 とい う意 味 で は な い。
「無 給 」 と言 った ほ うがわ か りい い。 夫 の持 っ て く る賃 金 の 中 に は妻 の取
り分 が あ るは ず な の に,そ れ が明示 す る こ とオ玉制 度 化 され て い な い とい う
こ と だ。
日本 を含 む欧 米7か 国 の,生 活 全 体 の 中 で の仕 事 の重 要 度 に対 す る意 識
調 査 によ る とD,日 本 男 性 の仕 事 中心 性 の指 標 は 断然 高 い。 しか も・ 日本
は仕 事 中心 性 の男 女 差 が極 め て大 きい の で あ る。 他 の国 は 男女 差 がほ とん
どな い か,あ っ て も 目本 に比 べ てか な り小 さい。 つ い で に言 う と・ 目本 女
性 の仕 事 中心 性 は欧 米 男性 と同 じか,よ り高 いか で あ る。 これ は 欧 米 の男
女 問 にお け る,仕 事 に対 す る価 値観 が ほぼ 共 通 して い る の に対 し・ 日本 の
男 女 聞 には落 差 ボ あ る とい うこ とだ ろ う。 企 業 戦 士,過 労 死 な ど,目 本 企
業 で 働 く社 員 の特徴 を示 す一 連 の労 働 者 像 を根 拠 づ け る も の だ。 日本 男 性
の働 きぶ りは 国 際 的 に見 て 孤 立 して い る と言 わ ね ば な らな い。 この よ うな
働 きぶ り を支 えて い る の は,実 は,日 本 の主 婦 の家 事 労 働 で あ る。 夫 の世
11「 働 くこ との 意 味 」 三 隅 二 不 二編20ぺ 一 ジ,有 斐 閣
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話 か ら子 ど もの世 話,場 合 に よ って は老 親 の世 話 と,際 阪 とい う もの が な
い家 事 労 働 を,日 本 の主 婦 は,ど の国 の主 婦 よ りも献 身 的 にや って きた。
それ を 「三食 昼 寝 つ き」.など と広 言 して は ば か らな い夫 た ちの無 理 解 さに
は,怒 り心 頭 に発 した。 そ して,主 婦 た ちは家 事労 働 を少 しず つ拒 否 し始
めた の だ.つ ま り,子 を生 ま な い(労 働 力 の再 生 産 を しな い)か ・ 少 な く生
む,ま た家 事 を適 当 に切 り上 げ て家 庭 外 労 働 に出 る,と い うわ け だ。
1983年,日 本 の既婚 女 性 の労 働 力 率 が5割 を突 破 した21。 家 事 労働 だ け
をす る伝 統 的女 性 に対 して,経 済 的 必 要 か らか,仕 事 に対 す る満 足 感 か ら
か,あ る いは,そ の両 方 か らか,家 庭 外 労 働 をす る女 性 が上 まわ った こ と
にな る。 そ うい う主婦 た ち を待 ち受 け て いた のは,し か し,低 賃 金 の未 熟
練 労働 で あ った 。ME(マ イ ク ロ エ レク トロニ クス)革 命 と い う技 術革 新 に
よ って 創 出 され た 一連 の仕 事 群 で ある。 日本 経 済 が製 造 業 か らサ ー ビス業
に転 換 を琢 げ る中 で 必 要 と した細 々 と した雑 多 な仕 事 を主 婦 た ち が埋 め た
ので あ る。経 営 者 に と って は有 難 い存 在 で あ る.主 婦 た ちは,国 に と って
価値 あ る労働 を提 供 した の で ある3>。




働力の辱分の3が 農業,し かも小規模 び)家族農業に従事 していた。大 きな
労働力過剰を擁 し,農 業は,非 農業部門で必要とした雇用労働者の主たる
供給源であった.明 治政府は富国強兵策 を遂行するに必要な財源 を確保す
るため地租改正を行った。この地租改正は一方で農産物の商品化を促進す
2)世 界 臨 時 増 刊 「世 界 を読 む キー ワ ー ド ・2」 の 「専 業 主 婦 」 の項,'87年1月
岩 波 書 店
3)「 ザ ・ワー ク ・レボ リュー シ ョンJG、G.シ ニー ウ ォ ー ツほ か,154ぺ 一 ジ,
ホル ト ・デ ウ ン ダー ス ・ジ ャパ ン
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るとともに,他 方で農民層 の分解を引き起 こす結果となった。……以下略




の割合〉は常 に高 く(1920年 の国勢調査では53.3%),業 種は家族経営の農
業従事者が中心であった。 しかも,そ の女子農業労働力が50%を 下まわ
るのは,1950年 代後半になってからであるから,日.本 の農業の半分以上
は女子労働に支えられてきたことになる。1950年 代後半 に始まった日本の
高度経済成長期 になると,こ れらの若年女子農業従事者は第二次,第 三次
産業へ,雇 用労働者 として吸収 されていった。 これは,第 二次産業におい
ては生産過程の機械化によって仕事が単純作業化 された こと・第三次産業
においては技能 をあまり必要としない事務職が大量に創出 されたことによ
る。 しかし,こ れも,結 婚 までの数年間働いて退職す るというのが一般的
雇用形態であった。また,1%O年 頃か ら労働力不足 が深刻化するにつれ,
既婚中高年女子がパー トタイマーとして大量に雇用 され るようになった。
いずれも,企 業の年功賃金の恩恵を受けない,人 件費節約 に便利な労働者
群 として扱われているのが,女 子労働者の特徴で ある。(以上要旨終 り)
目本女性の年齢段階別労働力率(15歳 一64歳)は,い ったん就労 をやめ
て家庭 に入 り,育 児が安定 して再び就労 に戻 るとい うM字 型雇用である。
男性の場合は逆U字 型で,旧 ソ連,ア メリカ,ス ウェーデンの女性は男
性 と同型 になっている。イギリスの女性はその問に位置 していてM字 の
谷 が浅い4)。欧米では出産,育 児に伴 う女性 の就労上 の障害 を緩和す る手
だてが制度化 され,ま た,夫 たちの協力 も一般的に期待できるのに対 し,
日本では出産,育 児の社会化は弱いし,夫 たちも,そ れ を専 ら主掃の仕事
4)「 モ ダ ン ・エ コ ノ ミッ ク ス8,労 働 経 済 学 」 島 閏晴 撞20ぺ 一 ジ,岩 波 書 店
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とし て 当 然 視 す る と い うよ う に,極 め て 性 別 役 割 分 担意 識 が 鮮 明 で あ る。
勢 い,兼 業 を前 提 と した就 労 が主 婦 の就 業 形 態 の中 心 と な る。'91年 時 点
で,女 性 雇 用 者 全 体 に 占 め るノ{一 ト雇 用 者 の割 合 は29.3%で あ る5)。
さて,そ れ で は次 にそ の よ うなパ ー ト労働 につ い て少 し詳 し く読 んで み
よ う。
2.あ の手 この手 のパ ー ト人 事 管 理
独 占資 本 と政 府 のパ ー ト労働 者 政 策 は・ 当初 の 「正 規 」 労 働 者 の補 助 的
役割 か ら,今 目で はr正 規 」 労 働 者 に代 わ る基幹 的労 働 力 と して の役 割 へ
と大 き く変 化 して い ます 。 しか し・ この こ とは ・パ ー ト労 働 者 の地 位 を高,
め る もの とは 単 純 には い い きれ ない複 雑 な問題 を含 ん で い ます 。 それ は今
目の企 業 のね らい が,パ ー トを安 い労 働 力 と して利 用 しよ う と して い る か
らで す 。 ・… 一以 下 略 一(女 性 と パ ー ト労 働48ペ ー ジ 酎70ペ ー ジー 川
口和 子 ほか一 新 目本 出版 祉'90年 刊)
(〔要 旨》
フ ァ ミ リー レス トラ ン 「す か い ら一 く」 で はパ ー トタイ マ ー は正 社 員 の
10倍 以 上 で店 舗 運 営 は パ ー トが 主 戦 力 と な って い る。 スー パ ー マー ケ ッ
ト 「ダイ エ ー 」 で は従 業 員 の40%が 女 性 パ ー トで,正 社 員 並 み の業務 を
行 って い る、 伊 勢 丹 デ パ ー トはパ ー ト就 労 の中 にボ ー ナ ス,退 職 金,社 会
保 険,雇 用 保 険 を適 用 す る 「サ ム タィ マ ーII」 を設 定 し・ 差 別化 を行 って
い る。 ス ーパ ー西 友 も出 勤 日数 によ って メ イ ト社 員 とフ レン ド社 員 の区別
を設 けて い る。 こ の よ うな ラ ンク分 け は,や る気 を引 き出 し て企 業 に も っ
と役 に立 って も らお うとい うもの だ。(以 上 要 旨終 り)
3.パ ー トミセ ス
い ま,目 本 の女 子 パ ー トタイ マ ー は 路3万 人 。 女 子 の雇 用 者 の22%を
5)日 経 新 聞 「女 性 と年 金 」'93年1月23日 付
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占めている。働 きたい時だけ働 く,雇 いたい時だけ雇 うとい うように,供
給側,需 要側双方の都合のよい働 き方 として,パ ー・トタイム労働者は増 え
続 けている。……以下略一一(時流は女流165ペ ージ解175ぺ 一ジー 博報
堂生活総合研究所編』 日本経済新聞社'87年 刊)
IK要旨力
核家族世帯 の主婦 が働 く場合,パ ー トタイム就労炉最 も都合がよい。子
ぱなれ状況 の中で家計補助 とわが身の 自立 のた め に家庭外労働へ出てい
く。体験した主婦 はその83%が 「今後 も引き続 き働いていきたい』と考
えている。(以上要旨終 り)
職 業 に お け る男 女 の棲 み 分 け,職 務 分離 は,過 去,世 界 的 に普 逼 的 な事
柄 で あっ た。 生 産 業務 は男性 に,労 働 力 の再 生 産 業 務 は女 性 に と・ そ の中
心 点 は動 く こ とな く徐 々 に それぞ れ の職 務 分 野 を拡 大 交 錯 させ て きた。 だ
が,女 性 は再 生 産 業 務 を排 他 的 に背 負 わ され て い るか ら,そ の職 務 は周 辺
的 な業 務 に限定 され て しま いやす い。 こ こか ら生 まれ る男 女 の賃 金 格 差 は
次 の よ うな もの だ。各 国 の男性 を100と した場 合,女 性 は フ ラ ンス885%,
西 ドイ ツ72.3%,イ ギ リス69.5%,ア メ リカ67,8%(ILO,1984年)で あ
るの に対 し,日 本 の女 性 労 働 者 の賃 金 の平 均 は50.7%に す ぎ な い6)。 日本
の商 社 の揚 合,45歳 女 性 と25歳 男性 が同 じ年 収 だ とい デ 〕。 この こ とは,
目本 の女 性 労働 は家 計 補 助 的 な もの で しか あ りえず,女 性 は男 性 の経 済 的
庇護 の も と に しか 生 きて い け な い と い うこ とを意 味 す る。 目本 で は,女 性
は独 立 した 人 間 と して 考 え られて い な い と い う こ と で あ る。 また ・ それ
は,男 性 側 か ら言 え ば,男 性 は死 ぬ まで家 庭 維 持 責任 を負 わ され ・ 自 由 な
個 入 と して 生 き る道 を途 ざ され て い る とい う こ とで もあ る。
で は,次 に 日本 の女 性 労働 の賃 金 につ い て少 し詳 し く読 んで み よ う。
6)「 女 性 とパ ー ト労 働 」 川 口童 子 ほか,21ぺ 一 ジ,新 目本 出版 社
7)日 経 新 聞 夕 刊 「婦 人 。家 庭 』欄,'92年12月7日 付
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4・ 周辺労働市場の分断について
女子労働 における主要な変化 の1つ として労働市揚へ流入または再流入
する中年女子の数が著 しく増加 したことがあげられ る。 この変化の背景に
はいくつかの原因がある。 まず,職 場でオー トメーションが進 む につれ
て・多 くの仕事 潜単純作業とな弘 未熟練工の職場領域 を広げたことがあ
げられる。一 一以下略一(女 子労働 と労働市場構造 の分析36ベ ージ厚51
ページー ホーン'川 嶋藩子一 日本経済評論社,85年 刊)
優 旨渉
日本企業は女子労働者を低賃金労働力として人件費節約 の要 と して い
る。第1に,新 卒女子を雇い,4,5年 で退職 させ,再 び新卒に入れ替 え・
人件費を膨 らませない。第2に 人手不足 の状況 になると,中 高年女子を中
途採用する。賃金は新卒と同 じに低 く抑える。第3に 中年女子 をパー トタ
イマーとして雇 う。賃金 は女子フルタイマーの概ね60%で ある。第4に
家内労働者(内 職者)を 雇 う。 賃金はパー トタィマーの概ね60%で ある。
パートタイマーも家内労働者 も未組織労働者であるが・雇用関係や賃金制
度 を個別化 されていて団結するより分断 されている。(以上要旨終 り)
目本 の雇 用 者 総 数 の40%近 くが女 性 雇 用 者 で あ る の に,そ の大 多数 び
周 辺労働 者 で あ る上,就 労時 間 が週35時 間未 満 のパ ー ト雇 用 者 が30.7労
もい る8}。 この よ うな パ ー ト労 働 者 は企 業 のME化 の 中 で 生 まれ て きた も
'の で あ る
。 次 に それ につ い て読 も う。
5.技 術 革 新 が 女 性 に与 え るイ ンパ ク ト
最近 銀 行 に行 く と,以 前 と同 じ長 さン)カウン ター に数 年 前 よ 夢ず っ と少
な い行 員 の数 しか見 られ ず,「 隣 の窓 口 へ」 とい う表 示 が 目 につ く。 銀 行
員 の,とPわ け女 性 行 員 の数 が少 な く な っ た の は・ 預 金 の 出 し入 れ ・送
8)日 経 新 聞 夕刊 「婦 人 ・家 庭 」 欄,'囎 年2月22日 付
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金,両 替 な ど の業務 の多 くが,人 間 に代 って 機械 が行 うよ う にな り・ 窓 口
業 務 だ けで な く,そ のす ぐ後 で され て い た チ ェ ック業 務 も大 幅 に減 った か
らで あ る。 … …以 下 略 一(情 報社 会 を 生 き る女 た ち1併 ぺ 一 ジ ー112ペ
ー ジー 岩 男 寿 美 子 ほ か編 村 松 安 子一NHKブ ックス'91年 〒ij)
《要 旨1)
銀 行 の コ ン ピュ ー ター ・OA機 器 の導 入 は,女 性 の若 手 ・未 婚 ・フル タ
イ マー に代 えて,中 高 年 ・既 婚 ・パ ー トタイ マ ー にシ フ ト させ る結 果 を生
み 出 した。MEの 技 術 革 新 は,仕 事 を,よ り単純 な もの か,よ り複 雑 で技
能 を要 す る も の か に二 極 分 化 させ る性 質 を持 つ が,下 層 へ沈 澱 した 単純 作
業 には 中高 年 女 性 がは め こまれ た。(以 上 要 旨終 り)
6.コ ン ピ ュー ター の導 入 に よって 女 性 の働 き方 は ど う変 った か
日本 にお け るME技 術 の導 入 を促 した要 因 は,日 本 の産 業 構 造 の高 度
化 で あ った。 一 中略 一1971の ニ ク ソ ンシ ョ ッ ク と それ に続 く73年 の
第 王次 オイ ル シ ョ ック を契 機 として 目本 の産 業 構 迭 は第3次 産 業 化 また は
サ ー ビス経 済 化 した。 一 中略 一 一省 資源,高 付 加 価 値 生 産 の方 法 を模 索
しな が ら,経 営 効 率 をは か る方向 に転 換 し た の で あ る。 …… 以 下 略 よ
(情報 社 会 を 生 き る 女 た ち113ぺ 一 ジ～124ぺ 一 ジー 岩 男 寿 美 子 ほ か 編
織 田 由起 子一NHKブ ツク ス'91年 刊 〕
Ii要旨 渉
ME技 術 の女 性 に対 す る影 響 は,よ り否 定 的 に魂 れ て い る。 それ は,従
来 女 性 の多 くが技 術 革新 によ って 陳腐 化 させ られ た 職 務 につ い て いた か ら
で あ る。 中 核 的 な仕 事 は男 性 に,女 性 は周 辺 的 な仕 事 に と い うよ うな,日
本企 業 の 階 層 的 な人員 構 成 に 由来 し て い る。(以 上 要 旨終 り)
7.オ ンラ イ ン と呼 ばれ る合 理 化
銀 行 が機 械 化 に よ る合 理 化 を本 格 的 に導 入 す る よ う にな った の ほ,1%5
年 買 か らで あ る。 コ ン ピ ュー ター を操 作 す る こ と によ っ て事 務 の集 中処 理
一291一
を進 め るわ けで あ る が・銀 行 で は そ れ を オ ンラ イ ンシ ス テ ム と よ ん で い
る。 … …以 下 略 一(女 た ちの衝 撃18ぺ 一 ジ ～33ぺ 一 ジ ー 柴 山恵 美 子
編 小 磯 彰 夫一 学 陽 書 房'88年 刊 〉
ζ要 旨力
富 士 銀 行 は 昭 和56年 か ら6年 間 に オ ンラ イ ン化 によ っ て 女 子行 員 を4
割 以 上減 らした。 そ の結 果一 人 当 た り当期 利 益 は ヰ倍 に な っ た。 しか し,
これ を支 え て い る の は,行 員 一 人 一 人 の す さ ま じい 労 働 強 化 で あ る。(以
上要 旨終 り)
性別役割分担意識の強固な日本では,主 婦 が外へ働 きに出るのは夫や子
どもから見れば自分勝手と思われてしまい,結 局,家 事 も専業主婦の時と
同様 にさせ られてしまう。次に,こ のような二重負担 に耐えながら働 く兼
業主婦 について読 もう。
8.働 く母 親と家庭
日本における働 く母親の増加は,近 年著しい。外で仕事 を持 って働 く女
性が1500万 人を突破したのが1984年 であり,こ の年,働 く母親の数が専
業主婦を初めて上回った。……以下略一(女 性 と家族の変容67ぺ 一ジ～





状況 を年齢別 に見るとM字 型カーブを示すが,欧 米は逆U字 型 になっ







家族である.こ のような家族 を持つ女性 にとって・仕事 を持つ ということ
は,直 接的には家計 を保ち,家 族を養 うことにつながる。物価 も地価 も高
い今,た くさんの家族が"家 長"ひ とりの稼 ぎに群がるのは経済的 に無
理 がある,一 …・以下賂一(彼 女たちのホーム ・スウィー トホーム18ぺ 一




的意義があるとかの大義名分があるわ けで は ない。夫・子供側から見れ
ば,妻 ・母親としての責任に不熱心なエ ゴイズムすれすれの行為 と映 るだ
ろう。しかし,そ のような,夫 ・子供の性分業 に対する偏見 と対決す るこ
とによって,妻 ・母親の立場 を乗 り越 えた女性 としての生 き方 を確立でき
るのだ。(以上要旨終 り)
主婦だけがなぜ賃労働 と家事労働 の二重負担 を負わなけれぱならないの
かンそれについて次に読 もう。
10.変 貌する資本制と家父長制
過去20年 間の日本女性の変続は大変大 きな ものだった。その内容は一
言で言って 「女性の職場進出」 とい うことである。1983年 には,既 婚女
性の労働力率は5割 を突破 し,つ いに 「働 く主婦」 の数が 「働 かな い主
婦」 の数 を上回るに至った。 「結婚 したら主婦」目の女性のライ フコースの
「常識」 はもはや通用 しなくなり,専 業主婦は少数派 に転落 した。 ……以










1960年 以降,わ が国のみならず,欧 米先進資本主義国の女子労働を と
りまく状況は,大 きく変化 した。その質 ・量的増大はめざましいものがあ
るが,同 時にこの過程は,労 働市揚 をはじめ・雇用の全 ステージにおける
女性差別 を浮彫 りにする ことになった、……以下略一(労 働者世界を求
めて25ぺ 一ジ～42ぺ 一ジー 吉村励編竹中恵美子一 日本評論社'85年
刊)
腰 旨》
資本制は,女 性 が生む性 を持つ炉ため物理的に社会的労働か ら疎外され
るσ)を利用 して,無 償の家事労働 を女性の排他的業務 とし,経 済効率的に
男性 の社会的労働時間を無制限 に延長 させ ることを可能 にした。だから性
分業 を内蔵 した橡家族 こそが・資本制蓄積 にもっとも適合 した様式 といえ
る。更に現在 の資本制はこの基本的枠組みを変えることな く・資本制 と性
分業の調停 としてのいろいろな女子労働 の型 を開発 してい喬。女性の家庭
責任の大小 に応 じて相応の仕事 が用意 され・雇用上の性差別 を示す男女間
の職務分離が発生す る。雇用上 の性差別 を解消す るには先ず女性一人一人
の労働権 を基本的人権 として位置づけた上で,性 差別の根源で ある性役割




値 を生 む も の とは考 え て こな か った が,こ れ は 男性 優位 イ デ オ ・ギ ー に汚
染 され た いわ れ な き無 視 で あ るこ とが わ か っ て きた 。 これ にっ いて次 に読
も う。
12.家 庭内生産 と労働供給
男女雇用機会均等法の施行,合 計特殊出生率の低下等,最 近では,家 庭
内外 の男女間の社会 ・経済問題が大 きく取 り上げ られている。こうした雇
用・結婚・出生・育児 ・家事等をめぐる諸間題 が経済的アプ目一チで割 り
切れるほど単純なものでないことは言 うまでもない。…・・甲以下略一(高




ーとベッカーは これを家庭内生産と考え,そ こ1こおける 「時間」の重要性
を強調 した。っまり,家 事労働に費す時間の節約は,家 庭外労働時問に連
動するか らである。 とうして,家 事労働は資本の剰余価値への間接的寄与
をしていると考えることができる。 これは性分業の社会システムを確認す
ることになる。(以上要旨終 り)
13.婦 人 解 放 論 の 混 迷
自分 の利 害 に直 接 関係 の あ る閤 題 につ い て,客 観 的 な判 断 や評 価 を行 な
う こ とは ・誰 にと っ て も困 難 な仕 事 だ。 男 女 同権 の原 則 が認 め られ な か っ
た 時 代 に 「女 で ある こと」 の不 自 由 さ を,い や と い うほ ど味 わ わ され た私
1二は ・婦 人 解 放 の歴 史 をr怒 りをこ め てふ りか え」 ら ざる を得 な い。 また
今 日の よ うに婦 人 が社 会 の各 層,各 分 野 に進 出 して い る時 に,女 性 全 般 に
っ い て 論 ず る には ・非 常 にひ ろい知 議 と経 験 が 必 要 で あ る。 … …以下 略
一(主 婦 論 争 を読 むII2ぺ 一ジ ～22ぺ 一 ジー 上 野 千鶴 子編 磯 野 富士 予





の人狢が夫 に吸収 されていて妻 に独立の人格 を認めないからである。妻 を




あったが,15年 たった現在,婦 人運動は停滞 し,解 放理論は方向を見失
ったといわれる。一 中略一 女性解放論とひと口にいっても・女性はい
ったい何 に拘束され,何 か ら解放 されるべきか ということについてさえ,
はっきりしているわけではない。…一・以下略一(主 婦論争 を読むII23
ぺ一ジ～43ぺ 一ジー 上野千鶴子編水田珠枝一 勤草書房'82年 刊)
⊂要旨D
主婦が女性 として解放 されるには・経済的な独立が必須である。そのた
めには先ず家事労働 という無給労働 に対 して年金 という形で補償 して もら
うこと,そ して更に自分の職場進出によって夫 と経済的に対等となること
である。(以上要旨終 助
水 田珠 枝 の 「主 婦 労 働 に年 金 を」 とい う提 案 は 現 実 の もの とな り,ン85
年4月 に 新 国 民 年 金 制 度 が成 立,'86年 ヰ月 か ら 実施 され ㌃。 これ で 専 業
主婦 のサ ラ リー マ ンの妻 は独 立 の 年 金権 を 獲 得 し た 。 しか もパ ー ト労 働
120万 円未 満 の年 収 で あれ ば,こ の権 利 は保 障 され る。
さて,次 に主婦 の座 とは ど うい う もの なの か 読 も う。
15.専 業主婦の 「犯罪」性
今はもう,少 数派 に入 ってしまう専業主婦の位置にず っといた私には,
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専業主婦の犯罪性というものが,内 部からしみじみと実感できた。一 中
略一」 たとえば経済的には,家 事労働という隠された剰余価値 の生産 もし
くは再生産 をしていながら,に もかかわ らず経済生活 から切 り離 されてい
るという矛盾。専業主婦はそれをそのまま支えてしま って い る存在 なの
わたし
だ。 ・『一 以 下 略一(関 係 を生 き る女150ぺ 一 ジ ～159ぺ 一 ジ_や ぎ み
ね 一 批 評 仕'88年 刊)
16.主 婦 よ 「幸 せ 」 に な る の はや め よ う
毎 日ひ らく新 聞 の中 に主 婦 とい う活 字 を見 つ け な い 日は な い。 一 中略
一 既 婚 の女 がr家 にお ります 」 つ まP主 婦 で す ・ と言 え ば・ め っ た に
「なぜ で す か」 とは 問 われ な い
。目自然 の姿,あ るべ き姿 だ か ら,な の だ ろ
う。 一 中 略 一 主婦 で あ る こ と.こ れ こそ女 一 般 の幸 せ の像 で あ り,こ
れ の み が女 の生 き方 の正 道 で あ るか の よ う だ。 少 な く と も,主 婦 は,あ ら
ゆ る女 の生 き方 の基 本 と され て い る。 … …以 下 略 一(主 婦 論 争 を読 むH
163ぺ 一 ジ 解179ぺ 一 ジ ー 上 野 千 鶴 子編 伊藤 雅 子 一 動 草 書 房 シ82年 刊)
《要 罰
主婦 の幸 せ は,お 金 の た め に働 か な くて もい い幸 せ と家 事 ・育 児 を 自分
の思 い どお りにで き る幸 せ とい う。 しか し,自 ら賃 金 を得 て い な け れ ば,
自分 の決 定権 ・発 言 権 を制 約 され る。 また ・ 安給 料 の中 で 夫 を リ フ レ ッシ
ュ させ て毎 日送 り出 し,未 来 の人 的 資源 で あ る子 ど も を・ い か に資 本 の求
め に適 応 させ るか必 死 に な って格 闘 して い る の が主 婦 の 現 実 だ。 多 くの主
婦 は 自分 の生 き方 に疑 問 を感 じな が らも,子 ど も の手 が は なれ る まで は と
ガ マ ン して い る.だ が,そ のガ マ ン の果 て に女 を待 っ て い る の は余 暇 や 自
由 な どで は な く,余 生 とむ き π しの孤 独 な の だ。20代30代 を貧 し くと り
まぎ れ て過 ご して きた がた めの不 毛 な の だ。 だ か ら。 も ういつ ま で も幸 せ
に され続 け るの はや め よ う。 ひ と りの 固有 名 詞 を もった 人 聞 と して 自己 主
張 す る揚 を家 庭 の外 に見 つ けて い こ う。 それ が・ 夫 や子 ど ものた めで も あ
る の だか ら。(以 上 要 旨終 り)
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女性労働 をとりまく労働条件 ・環境は非常 に困難なもの が あるとは い
え,全 雇用者の4割 が女性である現実 を思 えば,そ の怒濤のような勢いを
資本が自分あ都合のいいようにばか リコントロールしていくことはむずか
しい。社会 を動かす新 しいカ,そ れは女性のカであることを次 に読 もう。
17・ 「女 性 の 時代 」 の メ ッセ ー ジ
女 性 の社 会 的 行 動 が これ ほ ど の注 目 を あっ め て い る時 代 は,い ま だ か っ
て な か っ た。 一 中略 一 女 性 た ちの動 き,そ の足 ど りの む か う方 向 を見
定 めず して・ 世 の な か の変 化 を理 解 し譜 る こ とは もは や で きな くな ワ て し
まっ た。 一 中 略 一 女 性 の関心 や行 動 の む か う方 向 が時 代 の変 化 を リー
ドして い る こと に気 づ いた 多 くの人 び とは,女 性 と い う鏡 を通 して,現 代
社 会 を読 解 しよ う と して い る。r女 性 の時 代」 の到 来 で あ る。 … …以 下 略
一(女 と 男 の第 二 楽 章13ぺ 一 ジ ～56ぺ 一 ジー 木 本 喜 美 子 一 連 合 出
版'90年 刊)
《要 旨》
r女 性 の時 代」 び)主な担 い手 は普 通 の主 婦 で あ る
。 そ の主 婦 た ち が大 量
に外 へ 外 へ と動 き は じめた 。 性 分業 に も とづ く価 値 観 にひび 割 れ が起 って
こざ る を え な い。 それ で も女 性 の社 会 的地 位 とな る と・ 目本 と欧 米 の間 に
は か な りの落 差 が あ る。 日本 で は女 性 の生 き方 を狭 く閉 じ こめ よ うとす る
カ が働 くの だ。 それ は 何 か 。雇 用 条 件 の悪 さ,男 性 の賃 金 の半 分 しか も ら
え な い と い う低 賃 金 水 準 で あ る。 しか し,近 年 の女 性 の動 向 は それ さ え も
気 に して い な い よ うで あ る。 結 婚 しな い,あ る いは 依 存 しな いで 仕事 す る
女 性,家 事 の省 力 化 ・子 ど もの 少産 化 によ っ て仕 事 に む か う女 性 とい うわ
けで あ る。 しか し,「 女 性 の時 代 」 を実 りあ る も の に し て い くた め には男
性 に も変 って も ら うこ と が必 須 だ。 そ れ が どん な に困 難 な こ と で あ っ て
も,男 女 が共 に楽 し く生 き られ る こ とが理 想 な の だ、(以 上 要 旨終 り)
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・18.女 性 の 時 代 の と ら え方
「女 性 の時 代 」 とい う言 葉 び使 わ れ る よ うに な って 久 しい。 ま さ に,現
代 を表 す キ ー ワー ドと して 定着 した 感 が あ 砺 で は,な ぜ,い ま女 性 に こ
れ ほ どまで に熱 い視 線 と関 心 が向 け られ て い る の だ ろ う か。 … …以 下略
一(時 流 は女 流9ぺ 一 ジ ～29ペ ー ジー 博 報 堂 生 活 総 合 研 究 所 編 一 日
本 経済 新 聞社'87年 刊)
l!要旨1)
女 性 の価 値 観 が注 目 され るよ うに な った のは,女 性 が生活 者 と して パ イ
オ ニ ア的 存在 だか らだ。 男性 よ りも生活 者 と して の ライ フ ス タイ ル を し っ
か り身 につ けて い る。 そ うい う女性 た ち が外 で 大 量 に働 き は じ め る と・ 徐
々 に社 会 構 造 に変 化 が起 って きた。 と りわ け,こ の変 化 の エ ネ ル ギ ー に な
って い る の が普 通 σ)主婦 の意 識,行 動 で あ る。(以 上 要 旨終 り)
お わ り に
786年 に男女雇用機会均等法が施行 されたが,そ れが事業主の努力規定
という罰則 を伴わない骨抜 き法であったため・一向に女性労働者 に有利 に
働かないことがわか って きた。また・同時 に均等鶏の男女平等 の精神か
ら,女 性の特別保護の規定 も最小限 にすべ きだとされ,労 働基準法の女子
保護規定が改定された。時問外労働 のそれまでの上限 「1日2時 問,1週6
時問」が1日 の残業時問が2時 問を超 える日も許容 されるようになったた
め,子 供を保育園に通わせている母親などは閉園時問に問に合わないとい
うことが起っている。加えて,低 賃金,す さまじい労働強化などから・最
近女性は働 く意欲を減退させているという。 これは・女性 を周辺労働力と
して考える・男性中心の日本型雇用システムに原因があるようだ眺 家事
責任 を持つ女性労働者 をもっときめ細かく法律面でフォローするか・ある
いは家事労働 を夫 と折半できるような社会的コンセンサスを作 ってい くか
9)目 経 新 聞'93年7月20日 付
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しなければ,現 在 の女性労働力の活性化は望 めないところ にまで きて い
る、現在 ある,男 女聞における仕事上 の際立 った棲み分けを希薄にするに
は,現 在 の男性 の労働形態 も変 らざるをえないし・また,そ れは 日本人の
労働観の根幹における変革 を迫 るものであるはずだ。女性が働 く意欲 を減
退させて再び専業主婦 の座 というrタ コツボ」 の中にと.じこもって隠微な
反抗に徹するようなことにでもなれば・ それは,.女性労働力 を不可欠 とす
る目本経済の将来 にとって困ったことである。
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